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    典型的な剰余を求める問題です。
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　　割る式は�次式より、剰余項D[�Eをさらに[��で割った式を設定します。
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　次の�次式で割る問題では、剰余項を �D[ �E[�Fとおく立式が一般的かと思われますが、この剰余をさらに
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　U　剰余項をこのように設定することで、連立�元�次方程式に持ち込まない流れを得ます。
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　このように剰余項の未知数を減らす設定をすることで、� 
若干かもしれませんが 計算が簡素になるかと思われ

ます。
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